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雑
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ぶ

加
曽
利
貝
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開
発
等
で
破
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さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
ま
で

残
っ
て
い
る
の
は
、
当
地
が
宅

地
造
成
の
危
機
に
あ
っ
た
昭
和

３
０
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代
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「
遺
跡
を
守
り
た

い
」
と
強
く
思
い
行
動
し
た
市
民
主
導
の
遺
跡
保
存
活
動
が
背

景
に
あ
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そ
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で
す
。
国
宝
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国
か
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史

跡
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に
も
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縄
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，
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０
０
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間
使
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さ
れ
て
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た
ム
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で
あ
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こ
と
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「
明
治
時
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本
人
の
ル
ー
ツ
を
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ら
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す
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研
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行
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た
め
貝
塚
か
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古
人
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掘
し
て
た
こ
と
」
「
全
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０
ヶ
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あ
る
縄
文
時
代
の
貝
塚
の
う
ち
約
１
２
０
ヶ
所
が
千
葉
市
内
に

あ
る
こ
と
」
な
ど
加
曽
利
貝
塚
を
中
心
に
考
古
学
初
級
者
も
楽

し
く
学
べ
る
よ
う
雑
学
を
交
え
な
が
ら
様
々
な
事
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
原
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和３年１２月に市保健文化センター３階ホールでマスク着用や手指消毒
の徹底等の新型コロナウイルス対策を講じたうえで「歴史講座」を開催いたし
ました。両日とも多くの参加者から「面白かった」との声をいただきました。

本紙では、ご参加いただけなかった方にも当日の雰囲気を少しでも味わっ
ていただけるよう、講座の様子を簡単にご紹介いたします。

編
集
後
記

今
年
は
干
支
で
言
う
と
こ
ろ
の

壬
寅
（
み
ず
の
え
・
と
ら
）
に
な

り
ま
す
。
厳
し
い
冬
を
越
え
て
春

の
草
木
が
芽
吹
く
年
と
の
意
味
が

あ
る
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
日
頃
の

努
力
が
実
る
飛
躍
の
年
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
未
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
悩
ま
さ
れ
る

日
々
が
続
き
ま
す
が
、
今
年
こ
そ

は
感
染
症
対
策
の
効
果
が
実
り
平

穏
な
日
常
を
取
り
戻
し
た
い
で
す

ね
。
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葉
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-
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史
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う-

【発掘調査だけが仕事じゃない！】

加曽利貝塚では、多くの遺物や遺溝が確認され
ています。しかし、調査を実施したのは遺跡全体の
約８％ほどだそうです。「えっ！たったの８％？」と
思うかもしれませんが、出土品等は空気に触れた
瞬間から劣化が始まるため考古学の世界では遺
跡をやたらに発掘調査することはせずに“現状維
持”が大原則だとか。“発掘＝破壊”とならないよう、
今よりも保存の技術等が発達した後世の人々のた
めに良好な状態で遺跡を残すことも非常に重要な
仕事なのです。

加曽利貝塚調査の成果

住居跡 約１４０軒

土抗 約１６６基

石器・石製品 約１，８００点

土製品 約１，３００点

骨角歯牙製品 約３４０点

貝製品 約５３０点

他にも、人骨・犬骨などが発掘されています。

郷
土
の
歴
史
は
面
白
い

黙
斎
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

父
・
迂
斎
の
弟
子
で
上
総
八
子
の
一

人
で
あ
る
鵜
澤
幸
七
郎
を
頼
り
本
市

清
名
幸
谷
に
来
住
し
、
以
後
、
寛
政

十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
没
す
る
ま

で
の
十
八
年
間
、
当
地
を
拠
点
に
先
学
の
著
書
を
ま
と
め
つ
つ
門

弟
た
ち
の
教
育
に
尽
力
し
ま
し
た
。
黙
斎
の
教
え
は
、
上
総
道
学

と
呼
ば
れ
る
「
実
践
的
な
道
徳
的
人
間
学
」
で
し
た
。
教
え
子
の

中
に
は
上
野
国
館
林
藩
や
讃
岐
国
丸
亀
藩
な
ど
に
藩
儒
と
し
て
登

用
さ
れ
る
ほ
ど
出
世
し
た
者
も
い
た
そ
う
で
す
。

講
義
で
は
「
稲
葉
迂
斎
に
学
ん
だ
上
総
国
の
八
人
の
弟
子
た
ち

が
、
各
々
の
地
元
で
道
学
を
講
じ
た
時
期
」
「
黙
斎
が
清
名
幸
谷

を
拠
点
に
活
躍
し
た
時
期
」
「
黙
斎
没
後
」
の
３
つ
の
時
期
に
つ

い
て
、
系
譜
図
を
用
い
た
資
料
や
古
文
書
や
掛
け
軸
等
の
史
料
を

参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
主
要
な
出
来
事
等
を
丁
寧
に
解
説

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
質
疑
応
答
の
時
間
も
大
変
盛
り
上

が
る
な
ど
活
気
溢
れ
る
講
義
で
し
た
。
鵜
澤
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

貴重な史料を展示して
いただきました！

加曽利貝塚縄文遺跡公園
内には、整備された木々だ
けでなく復元された竪穴住
居もあり、縄文時代の景観
を楽しむことができます。

受講者には加曽利貝塚
博物館のリーフレットが配
布されました。眺めている
と現地に行ってみたくなり
ますね♪
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年
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（稲葉黙斎先生肖像）
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（学舎「孤松庵」跡）

（講座資料参考）
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